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1.1 はじめに 

幼稚園や保育園は，3〜6 歳の子どもたちにとって，母親から離れて，最初に経験する社

会である。その最初の社会で仲間や先生と良い対人関係を築くためには，仲間から受け入

れられ，先生と良好な関係を築き，対人関係でおこる様々な問題を解決するといった社会

的コミュニケーション力（社会的スキル）の形成は幼児期における大切な課題である。円

滑な対人関係や社会的問題解決能力を形成するためには，他者の意図や感情といった心の

状態を適切に理解すること，自分の意図や感情を適切に表現し伝えていく社会的スキルが

必要となる。社会的スキルが欠如すると，将来の学業の問題，精神的な問題，自殺が発生

する可能性が高まると報告されている。 

1.2 問題提起 

先行研究から，幼児の認知的視点取得と感情的視点取得の発達は，単一なものではなく，

個人差，環境要因，母親の言語の用い方や，きょうだいがいるかなどの家庭要因にも関連

している。しかしながら、母親の視点取得は幼児の認知的・感情的視点取得にどんな風に

影響があるか，母親は社会的問題解決の教え方は幼児の社会的問題解決に影響があるかに

ついて、明確にされていない。さらに中国では、幼児の認知・感情的視点取得と社会的問

題解決に関する研究は少なく、中国の幼児はどのように発達しているかはまだ明確ではな

い。 

第２章 目的 

本研究では，幼児の視点取得と社会的問題解決の発達について検討をするとともに，母

親の視点取得との関連性，および母親の社会的問題解決の教え方と幼児の社会的問題解決

との関連性について検討することを目的とした。 

第３章 方法 

3−1 対象者： 

中国安徽省合肥工業大学幼児園の園児とその母親 90 組。年齢は、幼児は 3 歳～６歳，母

親は 20 代～40 代であった。 

3−2 調査期間：2018 年 1 月～3 月に実施した。 

3−3 使用尺度 

幼児に対する調査 

1)   フェイスシート：幼児には，氏名，年齢，性別を尋ね，母親には，年齢，職業を記

入してもらった。 

2)   幼児の認知的視点取得測定：本研究では心の理論課題の誤信念課題を使用した。 

3)   幼児の感情的視点取得：渡辺・瀧口（1986）の感情理解課題に基づき，調査を行っ

た。幼児は「喜び」「悲しみ」「驚き」「怒り」4 つの顔の表情カードを用いて評定

するよう求められた。 

4)   幼児の社会的問題解決課題：子安・鈴木（2002）の社会的問題解決課題を使用した。

この課題では図版を使用し，葛藤の状況を口頭で説明した。 
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母親に対する調査 

1) 母親の視点取得：日本語版対人反応性指標（IRI）（日道・小山，2017）4 因子のう

ち，1 因子「視点取得」7 項目を中国語に訳して使用した。 

2) 社会的問題解決の教え方（子安ら，2002）を使用した。幼児の内容と同じく、意図

（故意，偶然）×年齢（年上，同年齢）の条件を組み合わせ、質問紙形式で行った。 

第４章 結果 

4.1 対象者の属性 

幼児 90 部母親 80 部が回収された。すべての調査に不備の無かった 80 組を分析対象と

した。幼児の性別の内訳は，男児 43 名女児 37 名であった。本研究では，3～4 歳（36 ヶ月

～48 ヶ月）を年少群，4 歳 1 か月～5 歳（49 ヶ月～60 ヶ月）を年中群，5 歳 1 か月～6 歳

（61 ヶ月～90 ヶ月）を年長群に分け年齢群による比較を行った。母親は 80 人，平均年齢

は 34.5 歳（SD＝±2.9 ）であった。  

4.2 視点取得平均得点と年齢性別の主効果 

1）幼児の認知的視点取得における年齢，性別の検討 

年齢の主効果を検討するため，一要因の分散分析を行った。結果としては，有意な主効果

が認められた（F(5,74)=15.39, p < .001）。各群間の差を検討するため，Tukey の多重比

較を行った。結果として，年長群は，年中群・年少群より有意に高かった。 

における年齢，性別の検討2）幼児の感情的視点取得  

年齢の主効果を検討するために，一要因の分散分析を行った結果，有意な主効果が認めら

れた（F（5, 74)=4.38, p<.05）。各群間の差を検討するため，Tukey の多重比較を行った。

結果として，年長群は年少群より有意に高かった。 

4.3 幼児社会的問題解決 

回答について得点化を試みたところ、①攻撃的方略 1 点、②自己抑制的方略２点、③

他者依存する方略 3 点、④自己主張 4 点を与えた。 

年少群の平均得点は 2.6，標準偏差は.9 であった。年中群は 3.2，標準偏差は.8 であっ

た。年長群の平均得点は 3.23，標準偏差は.8 であった。 

4.4 幼児の認知的視点取得と感情理解の相関関係 

 認知的視点取得と感情的視点取得の間に有意な正の相関が見られた (r=.35, p<.001)。 

4.5 幼児の認知的・感情的視点取得と母親の視点取得の関係について 

年少群は母親の視点取得は幼児の幼児認知的視点取得得点に有意な正の相関が認められ

た（ｒ＝.526, p<.05）。 

4.6 幼児の社会的問題解決と母親社会的問題解決教え方の相関関係 

1）全年齢母親の社会的問題解決の教え方と幼児の社会的問題解決の相関 

幼児の年齢を考慮しない全母親社会的問題解決の教え方と幼児社会的問題解決の間に，

偶然×同年齢（r＝.31，p＜.01）と偶然×年長（r＝.55，p＜.01）条件の場合，有意な正

の相関が認められた。 
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第 5 章  考察 

 全体としてみた場合では、幼児の認知的視点取得は母親の視点取得の間に，有意な関

連性が認められなかった。そこで年齢群別での検討を行ったところ、年少群の認知的視点

取得と母親の視点取得には，中程度の相関が見られたが、中年齢・年長群の幼児には相関

が認められなかった。また，年少群視点取得においてその母親の関連性が認められ，母親

の認知的視点取得に影響されたことを示唆された。３歳の子どもたちは，幼稚園や保育園

に通い始めたばかりであり，学校教育や友人の影響より，母親との絆が深い。そして幼児

の成長し，母親による影響だけではなく，学校教育も大きく影響していくのではないか。 

中国では，「原生家庭（family of origin）」という言い方がある。生まれて，育って

いた家族と定義された。家族の雰囲気、生活習慣などは子どもの性格，対人関係，社

会的スキルに影響を与える。この影響が深く，長いものである。母親の教育態度や対

人葛藤場面の解決は，子どもに知らず知らずのうちに変化をもたらすのだと考えられ

る。 

第 6 章  本研究の限界 

本研究では，母親の視点取得得点は 3～4 歳の年少の幼児の認知的視点的取得に対して

有意な影響がみられた。また，母親の社会的問題解決の教え方もある程度幼児の社会的問

題解決に影響を与えることが示された。 

本研究は横断研究による結果であり，同じ幼児が年齢の上昇とともに認知的・感情的視点

取得や社会的問題解決はどのように発達していくか，今後は縦断研究を行い幼児の認知的視

点取得発達を促す母親の要因について検討するとともに，父親，隔世代との関係も検討する

ことは必要であろう。また，年少群の人数が少なかったことから人数を増やしさらに検討す

る必要がある。 
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